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催
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主 な 付 託 案 件

議案第25号　令和2年度一般会計予算

　総額1,351億9,473万円、前年度比6.5％の増

議案第26～33号　 令和2年度特別会計予算 

（国民健康保険等８件）

　総額708億2,876万円、前年度比2.4％の増

議案第34、35号　令和2年度事業会計予算（水道、下水道）

　総額294億3,871万円、前年度比5.5％の増

〈主な内容〉

○DV防止対策事業 134万円

中学校におけるデートDV予防啓発講座の実施校

数の拡大に係る経費、小学校向けいじめ暴力予防

啓発講座に係る経費

○自主防災推進事業 435万円

自主防災組織（連合自治会単位）に対する補助制度

を新設

○予防接種事業 5,179万円

中学３年生のインフルエンザ予防接種に対する公

費負担（2,000円）に係る経費、令和２年８月１日

以降に生まれた者を対象としたロタウイルスワク

チンの定期接種に係る経費

○子どもの生活支援事業 180万円

子ども食堂を開設する団体への補助制度を新設

○小・中学校改修事業 2,169万円

ＰＦＩ事業による小・中学校特別教室への空調設

備の整備に係る導入支援業務の委託等に係る経費

○環境政策・庁舎管理事業 412万円

環境に配慮した省エネルギー設備の導入に向けた

ＥＳＣＯ事業者選定支援業務の委託に係る経費

○休日急病診療所管理事業 １億410万円

休日急病診療所における診療業務の委託及び電子

カルテの導入に係る経費

○公園等管理事業 1,525万円

都市公園等の魅力向上に向け、江坂公園・桃山公園

における官民連携による便益施設の設備等及び指

定管理者による管理運営等の実施を検討する経費

○観光振興事業 2,960万円

吹田まつりをリニューアルし、万博記念公園で新

たにすいたフェスタを開催する経費、これまでの

吹田まつり開催会場３か所（江坂、千里南、ＪＲ

吹田駅周辺）において、地域の特性を生かした地

域活性化イベントを開催する経費

議案第25号　令和２年度一般会計予算
賛成多数で

承 認

本年５月に青山台に移転した休日急病診療所
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〈賛成意見の概要〉

○市は本年４月から中核市に移行し、感

染症予防事業を担う保健所を所管して

いくことになるが、市民の健康を守る

責任も重くなることを自覚し、市政を

進められたい。

※委員会としての意見

　地域活性化イベントに関する予算については、これまで吹田まつりを開催してきた３会場（江坂、千里南、

ＪＲ吹田駅周辺）の地域の特性を生かした新たなスタイルのにぎわいが継続できるよう、すいたフェスタと

は別に市制施行80周年記念事業の一環として、地域活性化イベントを実施するものである。本来、市で行

うイベントは、住民とともに交流とにぎわい創出のために行わなければならない。

　よって、本予算については、地域の思いを基にした地域のにぎわいと交流を育むイベントを開催し、事業

の充実を図られたい。

保　健　所

議案第29号　令和２年度介護保険特別会計予算

〈内容〉

○介護保険運営事業ほか 総額282億4,284万円

〈反対意見の概要〉

○介護保険事務の委託が提案されているが、受付業務や資格

保険料業務は市民からの相談もあるため、これらの業務が

委託されると、市民の暮らしに寄り添う施策を発展させら

れない。本来は、職員を増やして、高齢化の進展に対応す

べきである。

〈内容〉

○国民健康保険事業ほか 総額345億480万円

〈反対意見の概要〉

○2020年度の保険料は平均3.13％の値上げとなり、大阪府の国民健康保険運営方針等に従っていると保険

料の増加は抑制できないため、市は一般会計から財源を繰り出すべきである。

議案第26号　令和２年度国民健康保険特別会計予算

賛成多数で

承 認

賛成多数で

承 認
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※本委員会には、当初、地方自治法の一部改正に伴い、市長等の本市に対する損害賠償責任の一部を免除す

るための条例案が付託されていました。

　委員会において、委員から、損害賠償責任の一部免責の基準を国の参酌基準と異なる基準で提案する理由

などの質疑があり、理事者から、委員会での審査を踏まえ、当該条例案を撤回したいとの申し出があった

ため、委員会はこれを全員賛成で承認しました。

〈主な質疑項目〉

○条例改正に伴う本市の各事業への影響を早期に把

握し、新たな市民負担が生じないよう全庁で対応

する必要性

○影響を受ける事業への今後の対応が、事業によっ

て異なる理由

〈賛成意見の概要〉

○条例改正の影響について、国や大阪府の動向を注視し、必要に応じて市独自の施策を実施するなど、市民

サービスが後退しないよう工夫されたい。

○情報を提供するだけでなく、事業所管部局が対応

策の検討を進めるよう、税務部から積極的に働き

かける必要性

議案第４号　市税条例の一部改正
全員賛成で

承 認
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主 な 付 託 案 件

〈主な質疑項目〉

○市外居住者への手当を廃止したうえで、市内居住

者への手当を増額するなど、市内居住率向上の目

的がより明確になる制度設計の検討

○具体的な効果を検証したうえで、本案を提案する

必要性

○新型コロナウイルス感染症対策により、新たな財

政負担が必要となる可能性がある中で、手当を増

額することの是非

〈意見の概要〉

○新型コロナウイルス感染症への対応で、今後、必

要となる財源が見通せない中で、職員の住居手当

を月額5,000円増額することは、市民理解は得ら

れない。採決では退席し、会派で再検討する。

○住宅手当の増額により、市内に居住する職員がど

れだけ増えるのか調査しておらず、その効果は明

らかになっていない。賛否は会派で検討するの

で、採決では退席する。

議案第３号　一般職職員の給与条例の一部改正
全員賛成で

承 認

議案第３号　一般職職員の給与条例の一部改正

　市内に居住する職員の住宅手当を改定するものです。

議案第４号　市税条例の一部改正

　 地方税法の一部改正に伴い、個人市民税の基礎控除額の改定等を行うもの

です。
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〈主な質疑項目〉

○成年被後見人の印鑑登録手続きに後見人の同伴を求める理由

○登録資格を見直すことになった経緯

議案第５号　印鑑条例の一部改正
全員賛成で

承 認
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付 託 案 件

議案第５号　印鑑条例の一部改正

　成年被後見人に関し、印鑑登録の登録資格を見直すものです。

議案第17号　執行機関の附属機関条例の一部改正

　教育委員会の附属機関として学校規模等検討委員会を置くものです。

議案第18号　 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準条例の 

一部改正

　放課後児童支援員の資格基準を変更するものです。

〈主な質疑項目〉

○留守家庭児童育成室における放課後児童支援員の欠員状況

〈主な質疑項目〉

○学校規模等検討委員会の議事録の公開

○学校規模に課題のある校区の有無

○学校選択制導入の検討

○地元住民の意見を同委員会の審議に反映する必要性

○法令上の標準学級数を前提に解消策を検討する必要性

○財政面を考慮した解消策の検討

○同委員会の答申後におけるパブリックコメントの実施

議案第17号　執行機関の附属機関条例の一部改正

議案第18号　 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

 基準条例の一部改正

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認
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〈主な質疑項目〉

○動物愛護管理員となる獣医師等の採用状況

○引き取った動物の取り扱いについての市の基本姿勢

〈主な質疑項目〉

○賦課限度額のさらなる引き上げの可能性

○累積赤字解消後の保険料軽減の可否

○大阪府内での保険料率の統一化により保険料

が増額する多子世帯に対する国の支援

○保険料の軽減措置を受けている世帯の割合

〈反対意見の概要〉

○保険料の軽減対象者の範囲拡大には賛成であ

るが、都道府県単位化のために、保険料の均

等割と平等割の比率を変更することには賛成

できない。

議案第２号　動物の愛護及び管理に関する法律施行条例

〈主な質疑項目〉

○認知症総合支援業務委託事業者選定等委員会の設置目的

○同委員会を業務開始時に設置しなかった理由

○認知症初期集中支援チームの増加見込み

議案第７号　執行機関の附属機関条例の一部改正

議案第10号　国民健康保険条例の一部改正

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

賛成多数で

承 認
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主 な 付 託 案 件

議案第２号　動物の愛護及び管理に関する法律施行条例

　 中核市への移行に伴い、動物の愛護及び管理に関する法律の施行に関し必

要な事項を定めるものです。

議案第７号　執行機関の附属機関条例の一部改正

　 市長の附属機関として認知症総合支援業務委託事業者選定等委員会を置く

ものです。

議案第10号　国民健康保険条例の一部改正

　 国民健康保険法施行令の改正内容に準じ、賦課限度額の改定等を行うもの

です。
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全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

吹田市役所本庁舎

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

主 な 付 託 案 件

〈主な質疑項目〉

○事業者選定の公平性を担保した委員の選任

○応募事業者数の見込み

○市役所本庁舎におけるＥＳＣＯ事業（※）の実施経費及び

その効果額の詳細

○一般的な設備改修と同事業との省エネルギー効果の差を

詳細に比較する必要性

○同事業の実施期間を10年間とする理由

○省エネルギー効果が当初の見込みに達しない場合の対応

○同事業と吹田市役所エコオフィスプランとの関連性

　※ 省エネルギー改修に掛かる経費をその改修による省エ

ネルギー効果によって削減された光熱水費で賄う事業

〈主な質疑項目〉

○市道路線を認定、廃止する際の地域住民への周知方法

○市道路線廃止後の当該路線の取り扱い

○市道の不法占拠者に対する指導方法及び市の管理責任

※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧くだ

さい。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議

決結果をご覧ください。

議案第12号　執行機関の附属機関条例の一部改正

〈主な質疑項目〉

○審査手数料の算定根拠

○申請対象となる建築物

議案第14号　手数料条例の一部改正

議案第24号　市道路線の認定及び廃止
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議案第12号　執行機関の附属機関条例の一部改正

　市長の附属機関としてＥＳＣＯ事業者選定委員会を置くものです。

議案第14号　手数料条例の一部改正

　 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正等に伴い、複

数建築物に係る建築物エネルギー消費性能向上計画の認定の申請等に対す

る審査手数料の設定等を行うものです。

議案第24号　市道路線の認定及び廃止

　 道路法の規定により、藤白台57号線ほか17路線を認定するとともに、新芦

屋下新芦屋上１号線ほか３路線を廃止するものです。

全員賛成で

承 認


